Shinki β-kishiroshido o riyōshita gurikosaminogurikan seigōsei chūkantai no kaiseki to tōsa shinchō seiseibutsu no hikaku teiryōhō no kaihatsu by オオツカ, ユウヤ et al.
論文審査の要旨および学識確認結果 
報告番号 甲 第   号 氏 名 大塚 祐也 
論文審査担当者： 主査 慶應義塾大学教授   工学博士   佐藤 智典 
 副査 慶應義塾大学教授   農学博士   井本 正哉 
  慶應義塾大学教授   博士(理学)   藤本 ゆかり 
  慶應義塾大学准教授  博士(工学)  高橋 大介 
    
 
(論文審査の要旨)  
学士（理学）・修士（理学）大塚 祐也君提出の学位請求論文は「Analysis of Glycosaminoglycan 












第 1 章では、GAG とβ-キシロシドに関するこれまでの研究が概説されており、本論文の目的が
述べられている。 










第 5 章では、外因性の硫酸化 GAG が細胞の GAG 生合成能に与える影響を、第４章で確立した
比較定量法によって検証している。これにより、特定の硫酸化 GAG が GAG の生合成能を亢進し
ている事を定量的に評価している。 
第 6 章では、結論として本論文を総括し、確立した比較定量法の展望について述べられている。 
本論文では、新たに作製したβ-キシロシドを用いた糖鎖プライマー法により、細胞におけるGAG
生合成能を定量的・定性的に評価することが可能であると述べられている。本論文で開発された手
法は、GAG の生合成機構や構造-機能相関などに関する研究を推進するための技術基盤となり、糖
鎖の関係する生物科学的研究に寄与するだけでなく、特定の構造を有する GAG の生理作用に基づ
く新たな創薬への展開が期待される。よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があ
るものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
